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【取り扱い】 本資料の発表をもって解禁国 土 交 通 省
千曲川河川事務所
Chikumagawa River Office

Hokuriku Regional Development Bureau

Ministry of Land

Infrastructure，Transport and Tourism

http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/

【問い合せ先】
国土交通省北陸地方整備局
千曲川河川事務所 026(227)7611

副所長（管理）浮田 博文（うきた ひろふみ）

◎防災情報課長 小林 卓生（こばやし たかお）

◎主たる問い合わせ先
【問い合わせ先メールアドレス】

chikuma-boujyou@hrr.mlit.go.jp

【配布先】
・長野市政記者クラブ
・長野県庁会見場
・新建新聞社
・長野経済新聞社
・日本工業経済新聞社長野支局

千曲川・犀川大規模氾濫に関する減災対策協議会は、「水防災意識社会」の再
構築を目指し、国・県・沿川市町村等により平成28年4月設立し、減災の為の
ハード・ソフト対策を一体的、計画的に推進しているところです。
令和２年度の本格的な出水期を前に、令和元年台風第19号出水を踏まえ、各

機関における課題と今後の対応及び減災に関する取組の進捗状況や今年度の取組
実施予定などを共有し、今後の洪水等に備えていきます。

開催日時：令和２年６月１１日(木)10:00～11:30（ＷＥＢ会議での開催）
構成機関：国土交通省、長野地方気象台、長野県、１７市町村他

（詳細は裏面のとおり）
議事（予定）：

・規約改正について

・各機関の取組状況・事例報告について

・令和元年台風19号出水における課題と対応について

・住民の避難行動に関するアンケート調査について

・千曲川・犀川流域（緊急対応）タイムライン検討部会について

・既設ダムの洪水調節機能強化について

・氾濫危険水位等の見直しについて

その他：
・報道関係者で、ＷＥＢ傍聴を希望する方は事前に下記の問い合わせ先までメールにてご連絡

下さい。傍聴のための会議接続条件等の資料を送付致します。

・会議での配付資料等は、６月１０日から千曲川河川事務所の下記のホームページに掲載しま

すので、ダウンロードをお願いします。

ＵＲＬ：http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/bousai/gensai/index.html

・事務局による冒頭のあいさつは、ＷＥＢ会議会場の千曲川河川事務所（裏面参照）にて撮影

可能ですが、コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、テレビカメラ等による撮影

は、会議の冒頭のみとさせて頂きます。その後の会場での会議傍聴はご遠慮頂きますようお

願いします。また、コロナウイルスへの感染拡大防止のため、取材の際は、可能な限り少人

数での取材及びマスク着用をお願いします。

千曲川・犀川大規模氾濫に関する減災対策の取組を推進
～「千曲川・犀川大規模氾濫に関する減災対策協議会」（ＷＥＢ会議）を開催します～

http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/
http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/bousai/gensai/index.html


構成機関：

長野市、松本市、上田市、須坂市、中野市、大町市、飯山市、千曲市、安

曇野市、生坂村、池田町、松川村、坂城町、小布施町、木島平村、野沢温泉

村、栄村、長野地方気象台、長野県危機管理部危機管理防災課、長野県建設

部河川課、大町ダム管理所、千曲川河川事務所

＜オブザーバー＞

長野県警察本部警備部警備第二課、陸上自衛隊松本駐屯地第13普通科連隊

、東京電力リニューアブルパワー㈱犀川事業所、ＮＨＫ長野放送局、信越放

送㈱、㈱長野放送、㈱テレビ信州、長野朝日放送㈱
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【ＷＥＢ会議開催場所】
千曲川河川事務所 災害対策室（３階）


